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■ 4 月 26 日（日）は山口市議会議員一般選挙の投票日
■お知らせ
■第 31 回中原中也賞
■市政トピックス
■県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■ 21 地域リレーコラム
■イベントカレンダー
■クイズ de 読者プレゼント
■ 5 月の休日当番医
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今月から市報やまぐちは毎月 1 回発行に変わります （15 日号の発行はありません）
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令和 8 年度予算の基本的な考え方

令和 8年度予算とまちづくりの概要
企画経営課 ☎ 083-934-2747、 財政課 ☎ 083-934-2750問

　本市では、令和 8 年度予算を、「新たな挑戦　元気山口」予算と位置づけ、「安全・安心の暮らしの基盤づくり」、
「ずっと元気な地域づくり」、「ずっと元気な県都づくり」の 3 つの柱のもとでの取組を、市民生活の安心を守
る物価高の影響への対応（経済対策）や、公民連携の推進を始めとした持続可能な未来都市づくりの取組と
一体的に進めていくことで、ずっと元気な山口の実現を目指します。

「新たな挑戦 元気山口」 予算

944億8,000万円（対前年度比で 24 億 2,000 万円減（2.5％減））

令和 8年度一般会計当初予算総額

物価高の影響への対応などを切れ目なく進めるため、国の総合経済対策と連動し、令和 7 年度における
12 月以降の補正予算と令和 8 年度当初予算を、いわゆる 16 カ月予算として一体的に執行します。

市公式ウェブサイト「令和８年度当初予算資料」▶
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市民生活の安心を守る物価高の影響への対応 （経済対策）

持続可能な未来都市づくり～公民連携 ・ DX ・ 公共施設マネジメント～

「ずっと元気な山口」 の実現
～誰もが活躍し　まちもひとも　今も未来も　元気な山口に～

第二次山口市総合計画　後期基本計画 （計画期間 ： 令和 5 年度～令和 9 年度）

・農山村と都市が共存共栄するまちづくり
・今の市民生活を豊かにし、安心して元気に暮らせるまちづくり
・未来に向けたチャレンジを支えるまちづくり
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その他

繰出金

補助費

物件費

その他

単独事業費

補助事業費

公債費

扶助費

人件費

歳出
地上譲与税

市債

県支出金

国庫支出金

地方交付税

その他

諸収入

繰入金

市税

依存財源

自主財源

歳入

●一般会計歳出

●一般会計歳入

区　　分 当初予算額 対前年伸率
国 民 健 康 保 険 185 億 2,733 万円 ▲ 3.9％
後 期 高 齢 者 医 療  45 億 9,531 万円 13.1％
介 護 保 険 188 億 2,291 万円 2.4％
介護サービス事業 1,705 万円 ▲ 3.0％
鋳銭司第二団地整備事業 3 億 3,677 万円 ▲ 0.1％
地 域 下 水 道 事 業 928 万円 10.2％
国 民 宿 舎 1,267 万円 ▲ 17.3％
特 別 林 野 636 万円 ▲ 36.8％

合　　計 423 億 2,768 万円 0.5％

特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理する必
要のあるときに設けることができる会計です。原則、独
立採算で運営します。

●特別会計の予算内訳

自主財源

39.9% 
依存財源

60.1%

諸収入
22 億 8,581 万円

その他
23 億 9,639 万円

国庫支出金
153 億 6,991 万円

県支出金
82 億 1,703 万円

地方交付税
182 億 8,800 万円

市債
69 億 3,610 万円

地方譲与税・交付金等
79 億 6,563 万円

市税
294 億 628 万円

繰入金
36 億 1,485 万円

●一般会計の歳入

・市税は、賃金上昇による個人所得の
増加の影響を踏まえ、個人市民税が約
５億２千万円の増額を見込み、全体では約
６億５千万円の増額（2.3％増）となります。

・国庫支出金は、最終処分場跡地における太
陽光発電設備の導入等に伴い、地域脱炭素移
行・再エネ推進交付金が約５億３千万円の増
額、道の駅「あいお」の整備に伴い、地域未
来交付金が約２億円の増額を見込み、全体で
は約９億円の増額（6.2％増）となります。

・市債は、平川地域交流センターや道の駅
「仁保の郷」等の建設事業の進捗に伴う減
額により、全体では約 25 億３千万円の減
額（26.7％減）となります。

●一般会計の歳出

・人件費は、定年延長制度に伴う退職者の
増により退職手当が約４億３千万円増額す
るほか、給与改定に伴い給与が増加するこ
となどにより、全体では約７億７千万円の
増額（4.6％増）となります。

・扶助費は、利用者の増に伴う障害福祉サー
ビス給付事業費が約 3 億９千万円、障害児
施設サービス給付事業費が約２億３千万円
の増額を見込み、全体では約５億３千万円
の増額（2.4％増）となります。

・投資的経費は、事業の進捗に伴い、平
川 地 域 交 流 セ ン タ ー 建 設 事 業 費 が 約
９億８千万円、仁保の郷整備事業費が約
９億２千万円、消防指令センター共同整備
事業費が約８億１千万円減額することなど
により、全体では約 36 億１千万円の減額

（25.0％減）となります。

・物件費は、教材備品の更新の進捗に伴い
中学校ＩＣＴ教育推進事業費が約３億円、
新型コロナウイルスワクチンの接種者数の
減に伴い予防接種事業費が約１億４千万
円減額することなどにより、全体では約
６億５千万円の減額（4.3％減）となります。

義務的経費

54.5%

投資的経費

11.5%

その他経費

34.0%

人件費
175 億 9,844 万円

扶助費
229 億 1,388 万円

公債費
109 億 6,519 万円

補助事業費
34 億 4,404 万円

単独事業費
63 億 1,219 万円

その他
（県事業負担金等）
10 億 9,151 万円

物件費
145 億 671 万円

補助費等
74 億 7,882 万円

繰出金
81 億 2,442 万円

その他（維持補修費等）
20 億 4,480 万円

特集   令和 8年度予算とまちづくりの概要
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特集   令和 8年度予算とまちづくりの概要

令和 8年度まちづくりの概要
市民生活の安心を守る物価高の影響への対応

生活者支援

■本市独自の支援 （国の重点支援地方交付金を活用した取組）

事業者支援

井戸等の維持管理に対する支援 【2,000 万円】

水道を利用されていない市民や事業者の給水施設等の
維持管理に要する費用を支援します。

１世帯（事業者）当たり 5,000 円
（共同利用の場合は、１施設１申請）
令和８年７月下旬に申請受付を開始予定

問 環境衛生課☎ 083-934-2690

助成額

申請時期

低所得者世帯への支援 【3 億円】

令和７年度住民税非課税世帯および住民税均等割の
み課税世帯に対して、１世帯当たり１万円を給付し
ます。

１世帯当たり１万円
原則、プッシュ型方式（申請不要）による

問 地域福祉課☎ 083-934-2790

給付額

給付方法

水道料金の基本料金４カ月分の減免 【5.5 億円】

奇数月検針の方：令和８年７月と９月の検針分
偶数月検針の方：令和８年８月と 10 月の検針分

問 業務課☎ 083-933-6667
阿東簡易水道事務所☎ 083-956-0981

減免
対象

基本料金
４カ月分減免

１世帯当たり
約 5,000 円の負担軽減

住宅リフォーム工事への支援
（安心快適住まいる助成事業） 【約 1.2 億円】

市内施工事業者を利用した市民の住宅リフォーム工事
（自己居住）費用の一部について、市内の取扱店で使
用できる商品券により支援します。

対象工事金額の 10％
紙商品券：上限 5 万円
デジタル商品券：上限 10 万円
令和８年５月７日（木）申請受付開始

問 ふるさと産業振興課☎ 083-934-2719

助成額等

申請時期

学校給食食材費の高騰分への対応 【3 億円】

物価高騰により、市立小・中学校の給食の食材費への
影響が生じている中、保護者
負担を増やすことなく、子ど
もたちに安定的に給食を提供
するため、引き続き、公費負
担による支援を行います。
問 教育総務課☎ 083-934-2947

詳細はこちら▶

プレミアム付商品券の発行への支援 【5.8 億円】

家計の負担を軽減するとともに、消費者の購買力向上
による市内経済の活性化を図るため、プレミアム付
商品券の発行を支援します。

10,000 円で 12,000 円分
（プレミアム率 20％）
220,000 セット
利用登録した市内の店舗
令和８年４月 10 日（金）まで

問 ふるさと産業振興課☎ 083-934-2719

販売内容

販売数
取扱店

申込期間

発行総額

２６．４億円

省エネ機器等導入への支援 【3,000 万円】

電力等のエネルギー価格高騰の影響により厳しい経営
状況にある中小企業者等の経営改善に向けた省エネ
機器等の導入を支援します。

市内に事業所を有し、１年以上の事業継続の
実績を有する中小企業者等

（ア）トップランナー基準を満たす以下の機器
の導入経費（エアコン、ＬＥＤ照明機器・電球、
冷凍・冷蔵庫、温水機器、ショーケース、複写機・
複合機・プリンター、ガス調理機器）

（イ）事業用車両（緑・黒ナンバーに限る）ま
たは自動車運転代行業車両に取り付けるため
の低燃費タイヤの導入経費
補助率（ア）１／２、（イ）１／４
上限 30 万円
令和８年 3 月 2 日（月）申請受付開始

問 ふるさと産業振興課☎ 083-934-2719

対象者

対象経費

補助額

申請時期

省人化・省力化機器等導入への支援【2,000 万円】

市内中小企業等の人手不足の解消と業務の効率化を図
るため、人が行う業務を代替する機器等の導入を支援
します。

市内に事業所を有し、１年以上の事業継続の
実績を有する中小企業者等
人が行う業務を代替する機器・ソフトウェア
等の導入経費

（対象機器の例）
自動精算機（セルフレジ）、券売機、食器洗浄
機、清掃ロボット、配膳ロボット、セルフオー
ダーシステム、顧客管理・在庫管理システム、
電話自動応答システム、会計ソフトウェア等
補助率１／２
上限 50 万円（リース・利用料の場合 10 万円）
令和８年 3 月 2 日（月）申請受付開始

問 ふるさと産業振興課☎ 083-934-2719

対象者

対象経費

補助額

申請時期

詳細はこちら▲
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特集   令和 8年度予算とまちづくりの概要

■国の支援

「物価高対応子育て応援手当」 の支給 【約 6.2 億円】

０歳から高校生年齢までの児童１人当たり２万円を支給します。
①令和 7 年 9 月分（令和 7 年 9 月に出生した児童については、令和 7 年 10 月分）の児童手当受給者等
②令和 7 年 10 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日までに出生した児童の父母等
原則、プッシュ型方式（申請不要）による（上記②の対象者、公務員等は申請が必要）

問 こども未来課☎ 083-934-2797

対象者

支給方法

地域のＬＥＤ防犯灯の新設 ・ 更新への支援拡充
【6,000 万円】

自治会等が実施するＬＥＤ防犯灯の新設および更新工事
に係る経費について、既存制度の補助金額に１灯あたり
2,000 円の上乗せ補助を行います。

新設・取替…補助率 2/3（上限額 28,000 円）
＋ 加算額 2,000 円
更新・修繕…補助率 1/2（上限額 18,000 円）
＋ 加算額 2,000 円
令和 8 年 4 月申請受付開始

問 生活安全課☎ 083-934-2986

補助率等

申請時期

スマート農機等の導入への支援 【3,000 万円】

農業生産における省力化を通じた農業経営の効率化や
生産性の向上を図るためのスマート農機等の導入を支援
します。※募集は終了しています。
問 農業振興課☎ 083-934-2891

社会福祉施設等に対する光熱費高騰対策への
支援 【190 万円】

県が実施する補助の対象とならない市内の社会福祉
施設に対して、県と同等の支援を実施します。
問高齢福祉課☎ 083-934-2793、障がい福祉課☎ 083-934-2794

子ども ・ 子育て全力応援のまちづくり

● 「こども誰でも通園制度」の開始【1億5,379万円】

保護者の就労要件にかかわらず、０歳６カ月から満３歳
未満の未就園児が月 10 時間まで保育施設を利用できる

「こども誰でも通園制度」を開始します。
● 小学校の学校給食の無償化

【5 億 8,600 万円】 一部補正

国や県と連携し、市立小学校における「学校給食の抜本的な負担
軽減（いわゆる給食無償化）」に取り組みます。さらに、国の補助
基準額を超える食材費について、本市独自に公費負担することで、
保護者負担が生じないかたちで給食を提供します。
● 放課後児童クラブの開所時間の延長

開所時間の 18 時 30 分までの延長について、対応可能な学級を
45 学級まで拡大します。
● 市立小 ・ 中学校体育館への空調設置

「５か年プロジェクト」 の開始

５か年（令和 12 年度まで）で、市立小・中学校体育館への空調設備の設置
完了率 100％を目指します。小学生は熱中症リスクが高いため、小学校を優先
するとともに、過去に浸水被害が発生した地域など、災害時に学校体育館を
避難所として開設する可能性も考慮しながら、順次設置を進めます。

安全 ・ 安心の暮らしの基盤づくり

防災 ・ 減災対策の推進

● 阿東地域の豪雪対応 （除雪基地整備） 【1 億 2,000 万円】

迅速な市道の除雪作業の実施に向けて、阿東総合支所と地域交流センターの隣接地に除雪基地を整備します。
● 老人憩の家 潮寿荘の避難所機能の強化 【1 億 5,680 万円】

車中泊避難を想定した駐車スペースの確保など、災害時の避難所としての機能強化を図ります。
● 避難所の生活環境向上のための資機材整備 【1,000 万円】

避難所用の簡易ベッドやテント式パーティションの整備を進めることで、プライバシーを確保するとともに、避難所で
起こりやすい健康被害の低減を図ります。

０歳 6 歳5 歳4 歳3 歳2 歳1 歳

保育所、認定こども園等

こども誰でも通園制度
（月 10 時間の通園が可能） 幼稚園

あ
り

な
し

就労
要件

小
学
校

《 こども誰でも通園制度のイメージ 》

（資料）こども家庭庁「子ども・子育て支援金制度の Q ＆ A」をもとに作成

これまで

給食
食材費

6,100 円 / 月
国

補助単価上限
5,200 円 / 月

保護者
負担

4,200 円 / 月

市
独自支援

（食材費高騰分）

《 小学校における給食無償化のイメージ 》

保護者負担

令和 8 年度

山口市
独自支援

保護者
負担なし

国制度

文科省は「今後 10 年で設置率 100％」
→山口市は「 5 年 」で



6市報やまぐち　2026 年（令和 8 年）4 月号

特集   令和 8年度予算とまちづくりの概要

こんこんウォーターパーク
（令和 7 年 8 月開催時の様子）

ずっと元気な地域づくり

● 平川地域交流センターの供用開始 【7,580 万円】

地域の防災拠点としての機能強化や施設のバリアフリー化、狭あい化の解消に向けて平川地域交流センターの建替整備を
進めます。令和８年 10 月の供用開始に向け、駐車場および外構整備工事、施設内備品の整備を行います。
● ふるさと納税制度を活用した地域課題解決 ・ 地域活性化

21 地域の活性化や課題解決につながる取組を応援するため、ふるさと納税制度を活用した、地域イベントの開催や未指定
文化財をはじめとする歴史資源の保存などを支援する仕組みづくりについて検討します。

個性と安心の 21 地域づくり
● 地域で受け継がれてきた “お祭り” への支援拡充

住民や来訪者が交流できる場を広げ、地域のにぎわいを創
出するとともに、コミュニティの強化を図るため、地域
に根差し、世代を超えて受け継がれてきたお祭りへの支
援を拡充します。 阿知須浦まつり

● 道の駅 「仁保の郷」 のリニューアルオープン

農産物・特産品のさらなる販売促進などに向けた大規模改修が完了し、リニューアル
オープンを迎えるため、４月４日にグランドオープン記念式典を開催します。また、
南側駐車場の再整備に向けて、県との調整を引き続き進めます。
● 道の駅 「あいお」 の移転整備 【4 億 5,964 万円】

令和 10 年秋のオープンを目指して、引き続き移転整備に向けた取組を進めます。
● 農林水産業の経営基盤の強化

農山村エリアの基幹産業である農林水産業の経営基盤の強化として、生産性向上に
つながるスマート農機や農業用機械等の導入を支援するとともに、新たな担い手の
確保・育成に向けて、新規就業者への支援などを行います。

農山村エリアの地域経済活性化

改修工事を終えた道の駅「仁保の郷」
本館棟

ふしの夏まつり

ずっと元気な県都づくり

● 山口デスティネーションキャンペーン （山口ＤＣ） を契機とした観光地域づくり 【1,993 万円】

本市の認知度向上や観光誘客を図るため、山口ＤＣの開催に合わせて、県等との連携による積極的な
情報発信や、本市の歴史文化の魅力を生かした観光コンテンツの提供、ＪＲ駅からの観光二次交通の
改善に向けたサービス提供の仕組みづくりなどを行います。
● 多様な観光資源を活用した誘客促進

山口祇園祭や山口七夕ちょうちんまつりなどの、伝統的な祭りの開催への支援拡充を
通じて、本市の個性ある歴史・文化資源の磨き上げを図るとともに、魅力の発信に
よる誘客促進に取り組みます。

おいでませ山口 ・ 観光地域づくり 

● 湯田温泉こんこんパークの年間を通じた活用

全天候型の大屋根広場を活用した多種多彩なイベントの開催や、山口ＤＣ開催
に合わせた企画事業の展開などを通じて、湯田温泉の周遊促進や観光客と市民
の新たな交流創出を図ります。

● スポーツを 「する ・ みる ・ ささえる」 機会の充実

令和８年６月に本市で開催されるピックルボール国際大会の開催を支援し、ニュースポーツを通じた新たな交流創出に取り組
みます。また、山口市スポーツフェスタ 2026 の開催やレノファ山口ＦＣ等との連携など、地域活性化や交流人口拡大に向け
た取組を進めます。さらに、武道館の整備や、やまぐちサッカー交流広場の駐車場増設など、スポーツ環境の充実を図ります。

スポーツ地域資源を活用した地域活性化
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特集   令和 8年度予算とまちづくりの概要

持続可能な未来都市づくり～公民連携 ・ DX ・ 公共施設マネジメント～

AI を始めとしたデジタル技術の活用 （DX）

● 公共施設の使用手続きがスマホで完結する仕組みづくり

公共施設の予約から使用料の支払、鍵の開施錠までをスマートフォンで完結できる仕組みを構築します。

公共施設等の総合的なマネジメントの推進

● 公共施設の統廃合 （規模適正化、 集約化、 複合化、 民間化、 廃止） に向けた取組

● 未利用公共施設 ・ 公有地の積極的な利活用 （売却、 貸付） に向けた取組

より効果的で市民サービスの向上につながる組織体制へ

1. 地域クラブ活動の推進
→ 部活動地域移行推進室を教育委員会事務局へ
移管し、「地域クラブ活動推進室」へ改称。
学校との連携強化をさらに深め、地域クラブ活
動の効果的な推進を図るとともに、安定的かつ
継続的な運営に向けた取組を着実に進めます。

2. 業務の効率化など
→ 市民税課管理担当と資産税課管理担当を集約し、総務部内に

「税務管理室」を新設。
→ 収納課滞納特別対策室を「収納課債権管理室」
として再編。
※その他、組織改編の詳細は右の二次元コード参照。

新たなまちづくりに向けた体制整備として、４月１日付で組織体制を一部改編します。主な内容は以下のとおりです。

公民連携等による新たなチャレンジ

● 「山口市ずっと元気 ・ PFS プロジェクト」 の展開

ヘルスケアや生活関連産業などの市内事業者等が連携し、高齢者を対象とした健康づくりにつながるプログラムなどの
提供を通じて、新サービスの創出による地域経済の活性化や高齢者のＱＯＬ（生活の質）向上を目指します。
● デジタルも活用した広報活動等の充実

　「より多くの情報」を「より多くの人」へ、「より早く」届ける取組を進めます。また、紙版市報やまぐちを月１回発行
とすることで、紙市報配布の負担軽減を図ります。

● 山口都市核づくり （亀山周辺 ・ 中心商店街ゾーン）

新本庁舎棟の整備に続いて、市民交流棟や新立体駐車場、広場の整備を進めます。
また、開館から 50 年が経過した山口市民会館の老朽化への対応を進めるほか、中
心市街地のさらなる活性化に向けて、次期「山口市中心市街地活性化基本計画」の
策定に取り組みます。
● 新山口駅周辺における駐車場不足への対応

民間投資による駐車場整備に対する支援制度の創設も含めた、駐車場不足の解消
に向けた検討を進めます。
● ＫＤＤＩ維新ホール開館５周年記念イベントの開催

開館５周年を記念して、子どもたちがＡＩやロボットなどの最新テクノロジーに触れ、その魅力や楽しさを体感できる
イベントなど、さまざまな企画を予定しています。

広域県央中核都市づくり

新立体駐車場

広場

市民交流棟

新本庁舎棟

一連の整備完了は
令和 10 年度
（見込み）

Web 版 「市報やまぐち」 改良

市公式インスタグラムをスタート

▶ タイムリーな記事を掲載
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これから４年間の市政を託す代表者を選ぶ大切な選挙です。有権者の皆さんは投票に行きましょう。

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
登
録

さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
齢

平
成
20
年
４
月
27
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■
居
住
条
件

令
和
８
年
１
月
18
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
山
口
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に
住

ん
で
い
る
方

封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場

券
は
１
人
１
枚
で
す
の
で
、
各
自
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を
忘

れ
た
場
合
や
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

「
投
票
で
き
る
方
」
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で

の
み
投
票
で
き
ま
す
。
お
届
け
す
る
投
票
所

入
場
券
で
ご
自
分
の
投
票
所
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
方
は
、
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
。

代
理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ
て
、

補
助
者
（
投
票
所
係
員
）
が
投
票
用
紙
に
記
入
す

る
も
の
で
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所

代
理
投
票

投
票
で
き
る
方

投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
、
病
気
、
お

産
等
の
た
め
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。（
入

場
券
が
届
い
た
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
投
票
所
入
場
券
同
封
の
ち
ら

し
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
で
は
、
選
挙
当
日
に
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
宣
誓
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
は
宣
誓
書
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
氏

名
な
ど
を
記
入
さ
れ
ま
す
と
、
投
票
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
ご
家
庭
の

郵
便
受
け
に
投
入
し
ま
す
。

た
だ
し
、
配
布
区
域
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

配
布
区
域
外
の
ご
家
庭
は
、
読
売
・
朝
日
・

毎
日
・
中
国
・
日
経
・
産
経
新
聞
の
各
朝
刊

へ
の
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま

た
、
各
総
合
支
所
や
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
の
配
置
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
も

行
い
ま
す
。

※
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
へ
郵
送
い
た

し
ま
す
。

４
月
26
日
（
日
）
21
時
20
分
か
ら
、
に
ほ

ん
果
実
ア
リ
ー
ナ
（
大
内
長
野
１
１
０
７
）

で
行
い
ま
す
。

期
日
前
投
票

選
挙
公
報

開
票

選挙管理委員会事務局☎ 083-934-2877問

会　場 日　時

市役所本庁舎（山口総合支所）、小郡・秋穂・徳地総合支所
阿知須・阿東地域交流センター 4/20（月）～ 4/25（土）8 時 30 分～ 20 時

仁保・小鯖・大内・宮野・吉敷・平川・大歳・陶・鋳銭司・
名田島・二島・嘉川・佐山地域交流センター 4/23（木）～ 4/25（土）9 時～ 19 時

八坂・生雲分館 4/20（月）10 時～ 15 時
嘉年分館 4/21（火）10 時～ 15 時
篠生・地福分館、陶ふれあいセンター 4/22（水）10 時～ 15 時
ザ・ビッグ大内店 4/22（水）10 時～ 19 時
山口大学 4/23（木）10 時～ 15 時
島地分館 4/24（金）10 時～ 15 時
ゆめタウン山口、フジグラン山口、サンパークあじす 4/25（土）10 時～ 19 時

■ 期日前投票所

※このほか、徳地・阿東の一部地域において巡回型期日前投票所を開設します。
　詳細は市ウェブサイトや入場券同封のちらしをご確認ください。

山口市議会議員一般選挙の投票日

４ 26月 日 （日） は

◆ 投票時間　７時 ～ 20 時

※次の投票所は 19 時まで
大富公民館、一貫野集会所、東鯖公民館、長浜公会堂、徳地・阿東地域の全ての投票所
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お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

暮
ら
し

▼
本
庁
舎
・
山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１
▼
阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

本庁舎 ・
総合支所

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
日
曜
窓
口

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
日
曜
窓
口

▼
受
付
日
時

９
月
ま
で
の
毎
月
第
２
日
曜

８
時
30
分
〜
12
時
※
10
月
以
降
の
予
定
は
、

決
ま
り
次
第
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
▼
受
付
可
能
な
手
続
き

①
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
（
交
付
場
所
が
各

総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
の
場
合
、
受
け

取
り
希
望
日
の
５
営
業
日
前
ま
で
に
、
各
総

合
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）、
②
暗
証
番

号
の
再
設
定
、
③
住
所
変
更
や
氏
変
更
等
に

よ
る
記
載
事
項
の
書
き
換
え
（
住
民
異
動
届

や
戸
籍
届
等
が
手
続
き
済
の
も
の
に
限
り
ま

す
。）、④
電
子
証
明
書
の
発
行
ま
た
は
更
新
、

⑤
交
付
申
請
書
の
発
行
※
世
帯
の
中
に
Ｄ

Ｖ
被
害
等
の
支
援
措
置
対
象
の
方
が
い
る
場

合
、
日
曜
窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
▼
必
要
書
類

手
続
き
に

よ
っ
て
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。

問
所

戸
籍
住
民
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
７

住
民
異
動
届
は
お
済
み
で
す
か

住
民
異
動
届
は
お
済
み
で
す
か

住
所
を
移
さ
れ
た
方
は
、
住
所
変
更
の
届

出
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
住
所
変
更
の
手
続
き
も
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
住
所
変
更
の
際
に
、
窓
口
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
署
名
用
お
よ
び

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

転
出
の
手
続
き
が
便
利
で
す
。

詳
細
は
下
①
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
市
役
所
本
庁
舎
総

合
窓
口
課
と
小
郡
総
合
支
所

総
合
サ
ー
ビ
ス
課
の
混
雑
状

況
は
下
②
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。
問

戸
籍
住
民
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
７
１

Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス

Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス

市
税
・
保
険
料
や
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
、
学
校
給
食
費
が
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
利
用
で
き
る
金
融
機
関
な

ど
の
詳
細
は
、下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
▼
利
用
で
き
る
科
目

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
国
民
健
康

保
険
料
（
普
通
徴
収
）、
水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
、
学
校
給
食
費
問

市
税
・

保
険
料
に
つ
い
て
…
収
納
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
９
、
水
道
料
金
・
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
…
上
下
水
道
料
金
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

６
６
６
４
、
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
…
教

育
総
務
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
４
７

４
月
30
日
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
期
限

４
月
30
日
は
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
期
限

令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。支
払
い
は
、

納
税
通
知
書
等
に
記
載
の
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、各
総
合
支
所
の
窓
口
、

阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
篠
生
・
生
雲
・
地

福
・
嘉
年
の
各
分
館
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
納
付
書
に
印
字
さ
れ
た
ｅ
Ｌ
‐
Ｑ
Ｒ
等
を

活
用
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
で
お
支
払
い
す
る
事
も
で

き
ま
す
。
※
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
▼
納
付
期
限

全
期
・
１
期
…
４
月

30
日
（
木
）、
２
期
…
７
月
31
日
（
金
）、
３

期
…
12
月
28
日
（
月
）、
４
期
…
令
和
９
年

３
月
１
日
（
月
）
問

収
納
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
９

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
の
減
免

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
方

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
等
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
申
請
に
よ
り
税
金
が
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
「
山
口
市
軽
自

動
車
税
減
免
」
で
検
索
。
▼
申
請
期
間

納
税

通
知
書
が
届
い
て
か
ら
６
月
１
日
（
月
）
ま

で
▼
申
請
に
必
要
な
も
の

納
税
通
知
書
、
障

害
者
手
帳
等
、
運
転
者
の
運
転
免
許
証
、
車

検
証
、
届
出
者
の
身
分
証
明
書
、
納
税
義
務

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
※
本
人
が
自
署
で
き
な
い
場
合
、
納

税
義
務
者
や
障
が
い
者
本
人
の
印
鑑
が
必

要
。
▼
申
請
場
所

市
役
所
本
庁
舎
２
階
の
税

総
合
窓
口
（
22
番
）、
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー

ビ
ス
課
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
次
は
除

く
。
大
殿
、
白
石
、
湯
田
、
小
郡
、
秋
穂
、

阿
知
須
、
徳
地
、
阿
東
）
お
よ
び
分
館
、
大

海
総
合
セ
ン
タ
ー
問

税
務
管
理
室
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
４

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
の
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
率
の
改
正

令
和
８
年
度
の
保
険
料
率
お
よ
び
上
限
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
保
険
料
決
定

通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
令

和
８
年
度
よ
り
、
従
来
の
保
険
料
（
医
療
分
）

に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
の
保
険
料
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
▼
医
療
分

均
等
割
額
…

６
万
３
５
１
３
円
、
所
得
割
率
…
11
・
36
％
、

上
限
額
…
85
万
円
▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
分

均
等
割
額
…
１
３
５
４
円
、
所
得
割
率

…
０
・
24
％
、
上
限
額
…
２
万
１
０
０
０
円

※
保
険
料
は
医
療
分
と
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
分
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
額
と
所
得
割
額

を
合
計
し
た
も
の
で
す
。【
保
険
料
軽
減
措
置
】

令
和
７
年
中
の
世
帯
主
と
世
帯
の
被
保
険
者

の
所
得
の
合
計
に
応
じ
て
均
等
割
額
が
次
の

と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
①
43
万
円+

①②
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２
３
０
０
、
ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
９

山
口
市
国
際
化
推
進
事
業
補
助
金

山
口
市
国
際
化
推
進
事
業
補
助
金

姉
妹
友
好
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
都

市
と
の
国
際
交
流
活
動
や
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
た
交
流
活
動
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対
象
事
業

①

市
内
国
際
交
流
促
進
事
業
…
上
限
50
万
円
ま

で
、
②
多
文
化
共
生
促
進
事
業
…
上
限
10
万

円
ま
で
、
③
海
外
派
遣
事
業
…
上
限
50
万
円

ま
で
▼
補
助
決
定
ま
で
の
流
れ

①
事
業
開
始

の
２
カ
月
前
ま
で
に
申
請
書
提
出
、
②
審
査

会
開
催
、
③
補
助
決
定
▼
申
請
期
間

４
月

（
57
万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下
の
世
帯
…

２
割
軽
減
、
②
43
万
円+

（
31
万
円
×
被
保

険
者
数
）
以
下
の
世
帯
…
５
割
軽
減
、
③

43
万
円
以
下
の
世
帯
…
７
割
軽
減
※
医
療

分
は
7.2
割
軽
減
問

県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

７
１
１
１
、
保
険
年
金
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
６
９

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
国
民
年
金
保
険
料
額
の
変
更
】
４
月
か
ら
月

額
１
万
７
９
２
０
円（
４
１
０
円
引
き
上
げ
）

に
変
わ
り
ま
し
た
。
保
険
料
は
ま
と
め
て
前

納
さ
れ
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
前
納

す
る
場
合
の
主
な
金
額
等
は
左
表
参
照
（
※

4
月
開
始
の「
前
期
半
年
前
納
」「
1
年
前
納
」

「
2
年
前
納
」
の
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

払
い
の
申

し
込
み
は

締
め
切
り

ま
し
た
）。

【
学
生
納
付

特
例
】
申
請

に
よ
り
在

学
中
の
国

民
年
金
保

険
料
の
納

付
を
猶
予

す
る
制
度

が
あ
り
ま

す
。
令
和

８
年
度
の

学
生
納
付

特
例
を
希

望
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
持
参
品

学
生
証
（
写
し
で
も
可
）
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の
（
本
人

確
認
書
類
を
併
せ
て
提
示
）
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の

問
申

山
口
年
金
事

務
所
（
吉
敷
下
東
一
丁
目
８
‐
８
）
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
６
６
０
、
保
険
年
金

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
０
１
、
各
総

合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
（
次
は
除
く
。
大
殿
、
白
石
、
湯
田
、

小
郡
、
秋
穂
、
阿
知
須
、
徳
地
、
阿
東
）
お

よ
び
分
館

障
が
い
の
あ
る
方
の

自
動
車
改
造
費
用
等
の
助
成

障
が
い
の
あ
る
方
の

自
動
車
改
造
費
用
等
の
助
成

次
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま

す
。【
本
人
が
所
有
・運
転
す
る
自
動
車
の
改
造
】

▼
対
象

令
和
８
年
度
中
に
自
動
車
を
改
造
さ

れ
る
障
が
い
の
あ
る
方
（
所
得
制
限
あ
り
）

▼
助
成
額

５
万
円
以
内
（
予
算
額
25
万
円
）

【
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
】
▼
対
象

令
和
８

年
度
中
に
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
で

き
る
障
が
い
の
あ
る
方
▼
助
成
額

５
万
円

以
内
（
予
算
額
40
万
円
）【
リ
フ
ト
付
き
自
動

車
改
造
】
▼
対
象

介
護
者
が
運
転
す
る
自
動

車
を
、
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
自
動
車
に
乗

れ
る
よ
う
令
和
８
年
度
中
に
改
造
さ
れ
る
方

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
対
象
）
▼
助
成
額

20
万
円
以
内
（
予
算
額
20
万
円
）

問
申

４

月
15
日
（
水
）
〜
５
月
15
日
（
金
）
に
、
障

が
い
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
４
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐

４
１
４
２

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
事
業

安
心
快
適
住
ま
い
る
助
成
事
業

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、
市
内
に
本
社
、
本

店
を
置
く
事
業
者
を
利
用
し
て
行
う
場
合

に
、市
内
取
扱
店
で
使
用
で
き
る
商
品
券（
紙

ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
）
に
よ
り
助
成

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
▼
助
成

率

対
象
工
事
金
額
の
10
％
▼
上
限
額

紙
商

品
券
…
５
万
円
、
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
…
10
万

円
▼
受
付
開
始

５
月
７
日
（
木
）
か
ら
問

山
口
商
工
会
議
所
☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐

障がいを知り
　 共に生きる
障がいを知り

①拍手

開いた両手を上に上
げて、手首を回転さ
せながらひらひらと
動かします。

②笑顔

・両手の手先をカタ
カナの「コ」の字型
にし、顔の横にもっ
ていきます。
・口の端辺りで２、
３度閉じたり開いた
りします。

「手話」は大切な「ことば」です。今回も、簡単で
すぐに使える一言を紹介します。今回は「拍手」、「笑
顔」を紹介します。
※過去の記事も含め、詳細は右の二次元コード参照
障がい福祉課 ☎ 083-934-2794　　083-934-4142

ワンポイント

手 話 32その

②

①

前納期間 （例）

納付種別 半年前納 1 年前納 ２年前納

口座振替 106,300 円
（1,220 円割引）

210,530 円
（4,510 円割引）

417,150 円
（17,370 円割引）

納付書またはクレ
ジットカード払い

106,650 円
（870 円割引）

211,220 円
（3,820 円割引）

418,510 円
（16,010 円割引）

毎月納付書払い
を行った場合

6 カ月分
107,520 円

12 カ月分
215,040 円

24 カ月分
434,520 円（注）

（注）令和 9 年度保険料額は 18,290 円
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

１
日
（
水
）
〜
５
月
29
日
（
金
）
※
申
請
期

限
後
も
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。
▼

審
査
会

６
月
中
旬
予
定

問
申

国
際
交
流
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

自
衛
官
募
集
対
象
者
情
報
の
提
供

自
衛
官
募
集
対
象
者
情
報
の
提
供

令
和
８
年
度
対
象
者
の
情
報
（
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
性
別
）
を
自
衛
隊
に
紙
媒

体
で
提
供
し
ま
す
。
提
供
を
希
望
さ
れ
な
い

方
は
除
外
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
等
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
取
得
可
能
で
す
。
▼

対
象
者

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
申

5
月
15
日
（
金・

必
着
）
ま
で
に
防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
７
２
３

自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

自
治
会
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え
、

住
む
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
活
動
す
る
最

も
身
近
な
地
縁
団
体
で
す
。
予
期
せ
ぬ
大

規
模
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
昨
今
に
お
い

て
、
改
め
て
自
治
会
の
大
切
さ
が
見
直
さ

れ
、
市
も
そ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
問

市
自
治
会

連
合
会
事
務
局
（
協
働
推
進
課
内
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
８
１

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

本
を
借
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

本
を
借
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
図
書
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

の
無
料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小

説
、
絵
本
、
漫
画
な
ど
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
本
が
あ
り

ま
す
。
購
入
図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
所

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
（
中
央
二
丁
目
５

‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
４
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

４
月
1
日
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
吉
敷
・
湯
田
ル
ー
ト
」
の
旧
道
・
朝
倉

ま
わ
り
（
山
口
駅
↓
一
本
松
↓
元
町
↓
湯

田
温
泉
病
院
↓
山
口
駅
）
の
ダ
イ
ヤ
が
改

正
さ
れ
、
最
終
便
（
山
口
駅
19
時
発
、
19

時
51
分
着
）
が
減
便
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
改
正
後
の
時
刻
表

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
や
山
口

市
総
合
時
刻
表
（
令
和
８
年
４
月
１
日
改

訂
）、
山
口
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻

表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
…
交
通
政
策
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
９
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
時
刻
に
つ
い

て
…
防
長
交
通
株
式
会
社
山
口
営
業
所
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
５
５
５

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・

微
小
粒
子
状
物
質

(Ｐ
Ｍ
2.5
)

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・

微
小
粒
子
状
物
質

(Ｐ
Ｍ
2.5
)

【
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
】
４
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
日
差
し
が
強
く
気
温
が
高
い
日
で

風
が
弱
い
と
き
は
、
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る

「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。【
微
小
粒
子
状
物
質
(Ｐ
Ｍ
2.5
)】

微
小
な
粒
子
で
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
大
気
汚
染

状
況
等
の
確
認
方
法

県
で
は
、
注
意
喚
起
情

報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

１
８
３
３
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
注
意
報
発
令
時

屋
外
で
長

時
間
の
激
し
い
運
動
を
控
え
る
、
外
出
を
で

き
る
だ
け
減
ら
す
、
窓
の
開
閉
を
最
小
限
に

す
る
。
問

環
境
衛
生
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
６
９
０
、
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
３
６
７
０
、
県

環
境
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐

３
０
３
４

ご
み
は
中
身
が
見
え
る
よ
う
に

出
し
ま
し
ょ
う

ご
み
は
中
身
が
見
え
る
よ
う
に

出
し
ま
し
ょ
う

燃
や
せ
る
ご
み
の
指
定
袋
は
、
収
集
の
際

に
危
険
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

た
め
、
透
明
な
袋
に
し
て
い
ま
す
。
ご
み
を

紙
で
包
む
、
二
重
袋
に
す
る
な
ど
の
中
身
が

見
え
な
い
状
態
で
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
水
分
量
の
多
い
生
ご
み
を
包
む
場

合
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
目
的
と
し

て
い
る
場
合
は
例
外
で
す
。
問

資
源
循
環

推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
５

つ
く
し
推
進
事
業
の
終
了

つ
く
し
推
進
事
業
の
終
了

本
事
業
は
、
非
営
利
団
体
の
自
主
的
な
資

源
回
収
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
が
、
資
源
回
収
量
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
９
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
（
※
令
和
８
年
度
は
引
き
続
き
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
）。
な
お
、
本
事
業
終

了
後
も
、
資
源
回
収
活
動
を
継
続
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
問

資
源
循
環
推

進
課
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
７
３

飼
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

飼
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

リ
ー
ド
は
短
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
の
前
に
自
宅
で
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
散

歩
中
に
や
む
を
得
ず
ふ
ん
を
し
た
場
合
は
、

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
オ
シ
ッ
コ
を
し

た
場
合
は
、
水
を
か
け
、
に
お
い
を
残
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
問

環
境
衛
生
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
０

運
転
免
許
業
務
の
終
了

運
転
免
許
業
務
の
終
了

５
月
20
日
（
水
）
を
も
っ
て
、
阿
東
幹

部
交
番
に
お
け
る
運
転
免
許
業
務
（
第
１
、

２
、３
、５
水
曜
９
時
〜
16
時
）
は
終
了
し

ま
す
。
な
お
、
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
出
張
型
の
運
転
免
許
業
務
（
第

４
水
曜
10
時
〜
12
時
30
分
）
は
継
続
し
ま

す
。
問

山
口
警
察
署
☎
０
８
３
‐
９
２
４

‐
０
１
１
０

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
団
体
募
集

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
団
体
募
集

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
等

誰
も
が
参
加
で
き
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を

運
営
す
る
団
体
に
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。
▼
募
集
地
域

市
内
全
域
（
21

地
域
）
※
未
設
置
地
域
の
大
殿
、
湯
田
、
大

内
を
優
先
す
る
場
合
あ
り
▼
募
集
期
間

４

募
集
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月
１
日
（
水
）
〜
12
月
28
日
（
月
）

問
申

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
９
２

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度

活
用
団
体
募
集

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度

活
用
団
体
募
集

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
践

を
支
援
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
内
容

化
学

肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
を
県
の
慣
行

レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り

組
み
と
併
せ
て
行
う
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

生
物
多
様
性
保
全
等
の
環
境
保
全
に
効
果
の

高
い
営
農
活
動
に
対
す
る
支
援
▼
対
象

複

数
の
農
業
者
で
組
織
さ
れ
た
団
体
等
問

農

業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
７

「市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

委
員
の
募
集

「市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

委
員
の
募
集

山
口
市
健
康
づ
く
り
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼

任
期

７
月
〜
令
和
10
年
６
月
（
２
年
間
）
▼

対
象

健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
年
２
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
18
歳
以
上
の
市

民
（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の

公
務
員
を
除
く
）
２
人

問
申

５
月
８
日

（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
来
課
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、「
応

募
の
動
機
」
と
「
市
の
健
康
づ
く
り
へ
の
提

言
」（
合
わ
せ
て
８
０
０
字
以
内
）
を
、
健

康
増
進
課
（
〒
７
５
３
‐
０
０
７
９
糸
米

二
丁
目
６
‐
６
）
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６
、

０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
７
２
、

kenko@
city.yam

aguchi.
lg.jp

「好
き
な
お
は
な
し
の
絵
」
募
集

「好
き
な
お
は
な
し
の
絵
」
募
集

「
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23
日
（
木
））」

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
（
木
）
〜

５
月
12
日
（
火
））」
に
併
せ
、
読
書
感
想
画

を
募
集
し
ま
す
。
※
応
募
作
品
は
、
各
図
書

館
に
展
示
▼
対
象

市
内
の
小
学
生
以
下
の

方
▼
賞

応
募
者
に
記
念
品
を
贈
呈
▼
展
示

期
間

６
月
〜
11
月
（
予
定
）
▼
応
募
方
法

八
つ
切
り
の
画
用
紙
を
使
用
し
、
裏
面
に

〒
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
学
校
名
、
学
年
、

ク
ラ
ス
等
、
本
の
題
名
を
明
記
の
上
、
５
月

10
日
（
日
）
ま
で
に
、
各
図
書
館
問

中
央

図
書
館
☎
０
８
３
‐
９
０
１
‐
１
０
４
０

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。▼
日
時

４
月
22
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
▼
場
所

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５
‐
１
）
※
会
場

は
２
階
で
す
。
２
階
へ
の
移
動
が
困
難
な

場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問
申

４
月
16
日
（
木
）
〜
21
日
（
火
）
に
、
市

民
相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
８
６

が
ん
ば
る
農
業
者
支
援
事
業

が
ん
ば
る
農
業
者
支
援
事
業

市
内
農
業
者
が
農
業
経
営
を
継
続
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
農
業
用
施
設
・
機
械
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
受
付
日
時

４
月
27
日
（
月
）、

28
日
（
火
）、
30
日
（
木
）
13
時
〜
17
時
▼

受
付
場
所

市
役
所
本
庁
舎（
山
口
総
合
支
所
）

４
階
４
０
１
会
議
室
▼
対
象

30
ａ
以
上
の

耕
作
ま
た
は
作
物
の
販
売
を
し
て
い
る
農
業

者
等
▼
補
助
率

対
象
経
費
の
3
分
の
1（
上

限
額
20
万
円
）
※
申
請
総
額
が
予
算
額
を
超

過
し
た
場
合
、
抽
選
に
よ
り
採
択
者
を
決
定

し
ま
す
。

問
申

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
１
７

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

６
月
期
受
講
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

６
月
期
受
講
生
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
就
職
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
選
考
日

５
月
16
日
（
土
）
▼
受
講
期
間

６
月
２
日

（
火
）
か
ら
11
月
27
日
（
金
）
▼
対
象
者

求
職
さ
れ
て
い
る
方
、
求
職
予
定
の
あ
る

方
▼
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別

途
）

問
所

５
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
（
矢
原
１
２
８
４
‐

１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
１
４
３

産
業

経済センサス -活動調査

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748問

経済活動の状態を明らかにするため、令和８年６
月１日現在で、全国一斉に「令和８年経済センサス
- 活動調査」が実施されます。

５月頃～　調査書類が郵送で届きます。
６月８日（月）までにインターネット回答

②直轄調査
　　支所等を有す企業や比較的大きな事業所などが
　　対象

４月上旬～　調査書類が郵送で届きます。

●未回答事業所・新規事業所

５月頃～　調査員が訪問します。
６月８日（月）までにインターネット
や紙の調査票で回答

①調査員調査
　　支所等を有さない比較的小規模な事業所、個人
　　経営の事業所などが対象

４月 20 日（月）までにインターネッ
ト回答（山口市所在事業所）
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

講
座

中
小
企
業
季
節
資
金

(夏
場
)
融
資

中
小
企
業
季
節
資
金

(夏
場
)
融
資

中
小
企
業
の
季
節
的
な
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
の
融
資
で
す
。
▼
使
途

運
転

資
金
▼
融
資
限
度
額

５
０
０
万
円
▼
利

子

年
2.0
％
▼
償
還
期
間

６
カ
月
以
内
▼

償
還
方
法

一
括
償
還
申

７
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
、
山
口
銀
行
、
西
京
銀
行
、
萩
山

口
信
用
金
庫
、
西
中
国
信
用
金
庫
の
市
内

の
本
支
店
問

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
９

山
口
市
新
入
社
員
歓
迎
大
会

山
口
市
新
入
社
員
歓
迎
大
会

▼
内
容

式
典
、
記
念
講
演
、
交

流
会
※
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
日
時

４
月
20

日
（
月
）
14
時
〜
16
時
30
分
▼
対
象

令

和
8
年
度
に
市
内
企
業
に
就
職
し
た
新
入

社
員
▼
講
師

温
品
富
美
子
氏
（
有
限
会

社
ケ
イ
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ
）
▼
料
金

３
０
０
０
円

問
申
所

4
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
山
口
商
工
会
議
所
（
〒
７
５
３
‐

０
０
８
６
中
市
町
１
‐
10
）
☎
０
８
３
‐

９
２
５
‐
２
３
０
０

住
宅
防
火
講
習
会

住
宅
防
火
講
習
会

ご
希
望
の
日
時
に
、
自
治
会
や
事
業
所
に

出
張
し
て
「
住
宅
防
火
講
習
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
▼
講
習
時
間

１
時
間
程
度
▼
講

習
内
容

火
災
予
防
全
般
に
関
す
る
こ
と

問
申

予
防
課
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐

２
６
０
５

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

外
国
人
市
民
に
対
す
る
日
本
語
で
の
支
援

の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
（
※
資
格
の

取
得
不
可
）。
▼
日
時

①
５
月
７
日
〜
６
月

11
日
の
毎
週
木
曜
14
時
〜
16
時
、
②
５
月
23

日
（
土
）
15
時
〜
17
時
（
全
７
回
）
▼
場
所

①
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会
室
（
小
郡

本
町
二
丁
目
18
‐
10
）、
②
山
口
大
学
国
際

交
流
会
館
（
吉
田
１
６
７
７
‐
１
）
▼
定
員

先
着
40
人
▼
料
金

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
は
別
途
実
費
）
▼
託
児

(要
申
し
込
み
)

１
回
に
つ
き
１
人
目
４
０
０
円
、
２
人
目
以

降
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

問
申

４
月
１
日

（
水
）
〜
30
日
（
木
・
必
着
）
ま
で

に
、下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、Ｅ
メ
ー

ル
、
往
復
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
、

〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、（
託

児
希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
）

を
明
記
の
上
、
国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
５
、

kokusai@
city.

yam
aguchi.lg.jp

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
出
前
講
座
「だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！
悪
質
商
法
」】

不
審
な
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
に
よ
る
悪
質

商
法
の
被
害
が
市
内
で
も
増
え
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
地
域
で
の
集

会
に
出
向
き
、「
最
近
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
」
や
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
等
に
関
す
る
講

座
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
講
習
時
間

30
分
〜
１
時
間
程
度

▼
対
象

市
内
在
住
で
、
地
域
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
団
体

問
申

開
催
希
望
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に
、
団
体
名
、
代
表
者
名
、
連

絡
先
、
開
催
日
時
、
場
所
を
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
６

小
学
生
向
け
児
童
講
座

小
学
生
向
け
児
童
講
座

５
月
〜
令
和
９
年
３
月
に
次
の
講
座
を

行
い
ま
す（
８
月
は
各
講
座
休
み
）。
な
お
、

定
員
が
半
数
に
満
た
な
い
講
座
は
中
止
し

ま
す
。【
習
字
教
室
】
▼
日
時

毎
月
第
１

水
曜
日
の
15
時
30
分
〜
16
時
50
分
▼
場
所

山
口
隣
保
館
会
議
室
（
三
和
町
３
‐
１
）

▼
定
員

先
着
25
人
▼
講
師

宇
多
村
千
代

氏
、
永
冨
梨
恵
氏
▼
料
金

３
０
０
０
円

（
年
額
）【
ジ
ュ
ニ
ア
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
】
▼
日

時

毎
月
第
２
水
曜
日
の
15
時
45
分
〜
16
時

50
分
▼
場
所

三
和
児
童
館
２
階
集
会
室

▼
定
員

先
着
15
人
▼
講
師

加
藤
舞
踊
学

院
▼
料
金

２
０
０
０
円
（
年
額
）【
絵
画

工
作
教
室
】
▼
日
時

15
時
45
分
〜
16
時
50

分
（
毎
月
第
３
水
曜
日
）
▼
場
所

山
口
隣

保
館
会
議
室
▼
定
員

先
着
20
人
▼
講
師

渡
邊
恵
津
子
氏
▼
料
金

３
０
０
０
円
（
年

額
）

問
申
所

４
月
16
日（
木
）〜

23
日
（
木
）
に
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
申
し
込
み
後
、
料
金
を
持

参
の
上
、
三
和
児
童
館
（
三
和
町
３
‐
３
）

☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
７
０
５
５

リサイクルプラザ

　　　5月のアイデア講座

講座名 期日

楽しいパッチワーク
（ウォールポケット）※ 1

2、9、16、6/6、13
（いずれも土曜）

モチーフ編み
（モチーフ編みのサンプル） 8（金）、22（金）

布ぞうり 9（土）、16（土）、22（金）、
30（土）

卓上さき織り
（ランチョンマット） 12（火）、27（水）

たのしい縫い物（さげもん、もくれん）12（火）、26（火）

さき織り（トートバッグ）※ 2 14（木）、21（木）
かんたんリフォーム（和服から
エプロンドレス）※ 3

15、29、6/5、12、
19（いずれも金曜）

モラ（雨のモチーフ） 19（火）
和服に親しむ（普段着の着付け） 20（水）
※ 1…6 月継続講座
※２…4 月からの継続講座
※ 3…要申し込み 5 月 1 日（金）から受け付け　定員 6 人
　　　５回で仕上げます
※ 講座の詳細は、右の二次元コードからご確

認ください。フリーマーケットやおもちゃ
の病院の情報も発信しています。

問 やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）
☎ 083-927-7122  ●時間10 時 ～ 12 時 ●料金  無料
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学
び
の
教
室

学
び
の
教
室

【
あ
そ
び
う
た
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
】
▼
日
時

10

時
〜
10
時
40
分
（
第
２
・
第
４
金
曜
日
）
▼

内
容

幼
児
の
成
長
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
運
動

で
心
と
脳
に
働
き
か
け
発
語
を
促
す
リ
ト

ミ
ッ
ク
▼
対
象

３
カ
月
〜
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者
20
組
▼
講
師

十
河
京
子
氏
（
＆

ジ
ョ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ャ
パ
ン
リ
ズ
ム
体

操
、
ベ
ビ
リ
ズ
ム
体
操
認
定
講
師
）
▼
料
金

１
組
２
１
０
０
円
／
月
【
太
極
拳
】
▼
日
時

第
１
〜
第
４
日
曜
日
（
月
４
回
）
の
15
時
〜

16
時
30
分
▼
対
象

成
人
20
人
▼
講
師

滝
野

吉
晴
氏
▼
料
金

１
人
３
６
０
０
円
／
月
◆

い
ず
れ
も

運
動
し
や
す
い
服
装

問
申
所

サ

ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
（
湯
田
温
泉
五
丁
目
５

‐
22
）
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
０
０
１

働
く
婦
人
の
家
講
座

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
生
活
工
房
】
▼
日
時

①
５
月
15
日
、
②
６

月
19
日
、
③
７
月
17
日
、
④
８
月
21
日
、

⑤
９
月
18
日
、⑥
10
月
16
日
、⑦
11
月
20
日
、

⑧
12
月
18
日
（
い
ず
れ
も
第
3
金
曜
日
）

10
時
〜
12
時
（
⑧
は
13
時
30
分
〜
15
時
）

▼
内
容

①
絵
手
紙
、
②
ビ
ー
ズ
手
芸
、
③

モ
ラ
、
④
⑤
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
⑥
ベ
ネ
チ

ア
ン
ガ
ラ
ス
の
小
物
、
⑦
木
工
、
⑧
寄
せ

植
え
▼
定

員

先
着
20
人
▼
料

金

６
６
０
０
円
※
材
料
代
は
別
途
【
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
座
】
▼
日
時

①
５
月
14
日
、

②
６
月
11
日
、③
７
月
9
日
、④
９
月
10
日
、

⑤
10
月
8
日
（
※
い
ず
れ
も
第
２
木
曜
日
）

18
時
〜
20
時
▼
内
容

①
免
疫
力
を
高
め

る
整
体
、
②
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

③
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
、
④
暮
ら
し
に
取

り
入
れ
る
色
彩
、⑤
ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
▼
定
員

先
着
20
人
▼
料
金

６
６
２
５
円
▼
そ
の
他

こ
の
講
座
時
の
み

当
館
の
温
泉
利
用
が
で
き
ま
す
。

問
申
所

開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

来
所
、往
復
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
、〒
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
託
児
の

有
無
（
生
活
工
房
の
み
託
児
有
生
後
６
カ

月
以
上
、
１
講
議
に
つ
き
４
０
０
円
）、
講

座
名
を
、
働
く
婦
人
の
家
（
〒
７
５
３
‐

０
０
５
６
湯
田
温
泉
五
丁
目
1
‐
1
）
☎

０
８
３
‐
９
２
１
‐
１
９
２
９

山
口
大
学
公
開
講
座

山
口
大
学
公
開
講
座

【
国
際
理
解
教
育
講
座
】
▼
日
時

６
月
６
日

（
土
）、
27
日
（
土
）
13
時
〜
15
時
10
分
▼

場
所

山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
吉
田

１
６
７
７
‐
１
）
▼
内
容

国
際
理
解
教
育

の
考
え
方
を
理
解
し
、
実
践
を
通
し
て
地

球
市
民
や
多
文
化
共
生
社
会
の
一
員
と
し

て
の
視
野
と
態
度
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
活
動
中
心
の
講
座
▼
対
象

先
着
20
人

▼
講
師

森
朋
也
氏
（
教
育
学
部
・
准
教
授
）

ほ
か
▼
料
金

３
２
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）
▼
締
切
日

５
月
18
日
（
月
）

問
申

山
口
大
学
地
域
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
３
３
‐
５
０
５
９

※
各
講
座
の
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

初
心
者
陶
芸
教
室

初
心
者
陶
芸
教
室

▼
期
間

５
月
〜
令
和
９
年
２
月
、
①
Ａ
班

…
毎
月
い
ず
れ
か
の
週
の
木
・
金
曜
日
の

２
日
間
、
②
Ｂ
班
…
毎
月
い
ず
れ
か
の
週

の
土
・
日
曜
日
の
２
日
間
※
教
室
開
放
日

（
月
15
日
程
度
）
の
練
習
は
自
由
。
▼
時
間

13
時
〜
16
時
▼
定
員

各
班
10
人
▼
受
講
料

年
間
５
０
０
０
円
（
材
料
費
・
教
材
費
は

実
費
）

問
申

４
月
30
日
（
木
・
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
す
る
班
を
明
記
の
上
、

山
口
ふ
れ
あ
い
館
（
〒
７
５
３
‐
０
０
０
１

宮
野
上
１
２
２
２
）
☎
０
８
３
‐
９
２
３

‐
３
３
５
１

要
約
筆
記
体
験
講
座

要
約
筆
記
体
験
講
座

聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
人
に
手

書
き
や
パ
ソ
コ
ン
で
そ
の
場
で
文
字
に
し

て
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
▼
日
時

５
月
16
日

（
土
）
９
時
30
分
〜
12
時
▼
会
場

し
ら
さ

ぎ
会
館
（
堂
の
前
１
‐
５
）
▼
講
師

要
約

筆
記
サ
ー
ク
ル
や
ま
び
こ
▼
対
象

市
内

在
住
の
方
先
着
20
人
▼
持
参
品

筆
記
用

具

問
申

５
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
氏
名
、

連
絡
先
、
年
齢
を
、
山
口
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

７
２
１
１
、

０
８
３
‐
９
２
４
‐

１
３
９
８

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

【
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
協
力
関
係
〜

1970 年 代 の ア ル
ゼンチン。授業環境
に教育への情熱を失
いかけていた教師と
瀕死のペンギンとの
偶然の出会い。実話
をもとにペンギンと
の奇妙な共同生活と

周囲の人々の暮らしを笑いたっぷりに描き、世界
中の人々が癒された作品。（2024 年／イギリス・
スペイン／ 112 分／監督：ピーター・カッタネオ）

上映日時

４
月

22 日（水）、24 日（金）15:40
25 日（土）、26 日（日）12:30
27 日（月）10:30
29 日（水・祝）～ 5 月 1 日（金）10:30

ペンギン ・ レッスン

山口情報芸術センター スタジオ C
一般 1,400 円、65 歳以上 1,100 円、any 会員・
学生（中学生以上）・障がい者 ( 介助者 1 名 )1,000
円、小学生以下 800 円

場所

料金

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

イ
ベ
ン
ト

フ
ラ
ン
ス
で
の
経
験
を
通
じ
て
〜
】
▼
日
時

４
月
18
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
12
時
▼
場
所

湯
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
学
習
ホ
ー

ル
▼
定
員

先
着
40
人
▼
講
師

富
本
幾
文
氏

（
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授
（
特
命
））

問
申

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課

内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
６
５

道
の
駅

「仁
保
の
郷
」

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

道
の
駅

「仁
保
の
郷
」

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

▼
日
時

４
月
４
日
（
土
）
９
時
か
ら
※
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
８
時
40
分
か

ら
▼
場
所

道
の
駅
「
仁
保
の
郷
」（
仁
保
中

郷
１
０
３
４
）
▼
内
容

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
仁
保
小
学
校
児
童
に
よ
る
合

唱
）、
式
典
、
餅
ま
き
※
天
候
等
に
よ
り
内

容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
問

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
４

第
31
回
中
原
中
也
賞
贈
呈
式
・

記
念
講
演
の
開
催

第
31
回
中
原
中
也
賞
贈
呈
式
・

記
念
講
演
の
開
催

▼
日
時

４
月
29
日
（
水
・
祝
）15
時
30
分
〜

17
時
50
分
（
15
時
開
場
）
▼
場
所

湯
田
温

泉
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル
松
政
（
湯
田
温
泉
三
丁

目
５
‐
８
）
▼
贈
呈
式

15
時
30
分
〜
16
時

10
分
、受
賞
詩
集
…
成な

り
き
よ清
朔さ

く

『
彼
方
の
幽
霊
』

（
私
家
版
）
▼
記
念
講
演

16
時
50
分
〜
17
時

50
分
、
演
題
…
「
１
９
２
４
年
の
詩
人
た
ち

│
中
原
中
也
と
富
永
太
郎
を
中
心
に
」
▼
講

師

朝
吹
亮
二
氏
（
詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

▼
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

4
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み

問
申

文
化
交
流
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７
、
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
６
６
５
、

bunka@
city.

yam
aguchi.lg.jp

こ
ど
も
ワ
イ
ワ
イ
図
書
館

こ
ど
も
ワ
イ
ワ
イ
図
書
館

い
つ
も
は
静
か
な
図
書
館
に
、
こ
ど
も
た

ち
の
明
る
い
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼
期

日

４
月
25
日
（
土
）
▼
場
所

山
口
市
立
図

書
館
全
館
問

中
央
図
書
館
☎
０
８
３
‐

９
０
１
‐
１
０
４
０

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
昔
の

く
ら
し
を
体
験
で
き
ま
す
。
▼
日
時

４
月
19

日
（
日
）
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
▼
内

容

火
打
石
、
火
き
り
ぎ
ね

問
所

歴
史
民
俗

資
料
館
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
０
０
１

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
第
10
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
＆
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
品
展
〜
山

口
の
春
を
彩
る
〜
】▼
日
時

４
月
25
日（
土
）、

26
日
（
日
）
10
時
〜
17
時
（
最
終
日
の
み

16
時
ま
で
）

問
所

山
口
市
菜
香
亭
（
天
花

一
丁
目
２
‐
７
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

３
３
１
２

世
界
一
の
口
笛
シ
ョ
ー
♪

世
界
一
の
口
笛
シ
ョ
ー
♪

国
際
口
笛
コ
ン
ク
ー
ル
2
連
覇
の
高
木
満

理
子
と
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
操
る
細
川
佳

那
枝
の
美
し
く
愉
快
な
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
す
。
▼
日
時

６
月
６
日
（
土
）
18
時
開

演
（
17
時
30
分
開
場
）
▼
場
所

山
口
市
民
会

館
小
ホ
ー
ル
▼
料
金
（
全
席
自
由
）
前
売
り

…
一
般
３
０
０
０
円
／
ａ
ｎ
ｙ
会
員

２
５
０
０
円
／
25
歳
以
下
２
０
０
０
円
、
当

日
…
一
般
３
５
０
０
円
／
25
歳
以
下

２
５
０
０
円
※
３
歳
以
上
有
料
（
有
料
託

児
あ
り
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
情
報

４
月
４
日
（
土
）

発
売
開
始
※
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問
申

山
口
市
文

化
振
興
財
団
☎
０
８
３
‐
９
２
０

‐
６
１
１
１

ま
な
び
館
マ
ン
ス
リ
ー
企
画

ま
な
び
館
マ
ン
ス
リ
ー
企
画

【
古
都
の
彩
り

つ
る
し
飾
り
と
つ
ま
み
細
工
】

▼
日
時

４
月
10
日
（
金
）
〜
５
月
24
日
（
日
）

９
時
〜
17
時
▼
内
容

４
月
は
桜
と
お
ひ
な

さ
ま
、
５
月
は
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
ち

り
め
ん
や
古
布
で
作
ら
れ
た
色
鮮
や
か
な
つ

る
し
飾
り
、
つ
ま
み
細
工
小
物
を
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
５
月
16
日
（
土
）
に
は
体
験
会

を
行
い
ま
す
。

問
申
所

山
口
ふ
る
さ
と
伝

承
総
合
セ
ン
タ
ー
（
下
竪
小
路
12
）
☎

０
８
３
‐
９
２
８
‐
３
３
３
３

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
６

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
６

▼
日
時

５
月
９
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
15
時

30
分
▼
内
容

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
平
野

郁
乃
氏
に
よ
る
記
念
公
演
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
成
果
発
表
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
書
展
、
花

展
等
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
リ
ー
ス
作
り
、

イ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
お
茶
席
）、
地
産
地

消
の
野
菜
や
花
や
苗
木
の
販
売
等
▼
定
員

３
０
０
人
※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）
は

各
先
着
20
人
▼
料
金

１
３
０
０
円
（
弁
当
、

飲
み
物
、
く
じ
引
き
、
フ
ェ
ス
タ
参
加
記
念

品
も
販
売
）

問
申
所

開
催
日
の

1
週
間
前
ま
で
に
、
参
加
者
、
ま

た
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、
来
所
、
は
が
き

の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
（
講
演
会
時
…
生

後
６
カ
月
以
上
）、「
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」

を
記
入
の
上
、
働
く
婦
人
の
家
（
湯
田
温
泉

五
丁
目
1
‐
1
）
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

１
９
２
９

第
11
回

森
フ
ェ
ス

第
11
回

森
フ
ェ
ス

▼
日
時

５
月
４
日
（
月
・
祝
）
９
時
30
分
〜

15
時
30
分
▼
場
所

国
立
山
口
徳
地
青
少
年

自
然
の
家
（
徳
地
船
路
６
６
８
）
▼
内
容

森

歩
き・山
登
り・野
遊
び
、
ク
ラ
フ
ト・ヨ
ガ・

ご
は
ん
・
木
の
お
も
ち
ゃ
・
マ
ル
シ
ェ
・
音

楽
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
森
と
自
然

を
満
喫
で
き
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
祭
典
で

す
。
体
験
内
容
や
荒
天
等
の
中
止

情
報
な
ど
、
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
問

森
林
セ
ラ
ピ
ー

山
口
☎
０
８
３
５
‐
５
６
‐
５
２
３
４

帰
郷
庵
で
草
も
ち
づ
く
り

帰
郷
庵
で
草
も
ち
づ
く
り

▼
日
時

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
９
時
30
分
〜

13
時
ご
ろ
※
雨
天
中
止
▼
場
所

嘉
村
礒

多
生
家
「
帰
郷
庵
」（
仁
保
上
郷
２
３
９
７

‐
1
）
▼
対
象

小
学
生
以
上
先
着
20
人
程

度
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
▼
料
金

１
人
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１
０
０
０
円
▼
持
参
品
等

軍
手
、
作
業
が

で
き
る
服
装

問
申

４
月
２
日
（
木
）
９
時

か
ら
嘉
村
礒
多
生
家
の
会
（
仁
保
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
）
☎
０
８
３
‐
９
２
９
‐

０
４
３
３

徳
地
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場

ふ
れ
あ
い
体
験
デ
ー

徳
地
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場

ふ
れ
あ
い
体
験
デ
ー

イ
チ
ゴ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
、
や
ま
の
い

も
と
ピ
ー
マ
ン
の
植
え
付
け
を
体
験
し
ま

す
。
▼
日
時

５
月
９
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

▼
場
所

徳
地
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場
（
徳
地
伊
賀

地
９
８
４
‐
７
）
▼
料
金

３
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）
▼
定
員

先
着
30
人
程
度

問
申

４

月
20
日
（
月
）
９
時
か
ら
、
徳
地
農
業
公
社

☎
０
８
３
５
‐
５
３
‐
０
０
３
１

山
口
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト

２
０
２
６

山
口
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト

２
０
２
６

ド
イ
ツ
か
ら
直
送
さ
れ
た
樽
生
ビ
ー
ル
、

本
場
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
楽
し
め
ま
す
。
▼
日

時

４
月
24
日
（
金
）
〜
５
月
６
日
（
水・休
）

の
平
日
13
時
〜
21
時
、
土
日
祝
11
時
〜
21
時

※
４
月
24
日
（
金
）
の
み
16
時
開
始
▼
場
所

中
央
公
園
問

山
口
朝
日
放
送
株
式
会
社
☎

０
８
３
‐
９
３
３
‐
１
１
２
９

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
休
日
会
員
登
録
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
休
日
会
員
登
録
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と

は
、
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
方
と
援
助
を

受
け
た
い
方
が
会
員
に
な
り
、
有
料
で
子
育

て
を
助
け
合
う
組
織
で
す
。「
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
（
15
ペ
ー
ジ
参

照
）」
に
併
せ
、
会
員
登
録
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
▼
日
時

５
月
９
日（
土
）10
時
〜

15
時
▼
場
所

山
口
県
婦
人
教
育
文
化
会
館

（
湯
田
温
泉
五
丁
目
１
‐
１
）
▼
対
象

市
内

居
住
の
方
（
資
格
・
経
験
・
性
別
は
不
問
）

▼
持
参
品

写
真
（
縦
3
㎝
×
横
2
㎝
、
会
員

登
録
を
す
る
保
護
者
の
も
の
）
問

山
口
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
２
８
‐
４
１
５
０

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査

▼
実
施
期
間

受
診
券
到
着
後
〜
令
和
９
年

３
月
31
日
（
水
）
▼
実
施
医
療
機
関

５
月

中
に
被
保
険
者
ご
と
に
封
書
で
届
く
「
健

康
診
査
受
診
券
」
と
同
封
の
「
実
施
医
療

機
関
一
覧
表
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼

持
参
品

健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
）、
健

康
診
査
質
問
票
、
マ
イ
ナ
保
険
証
等
▼
料

金

５
０
０
円
【
75
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
の

受
診
券
発
送
時
期
】
４
月
〜
令
和
９
年
１

月
ま
で
の
方
…
誕
生
月
の
翌
月
、
令
和
９

年
２
月
の
方
…
令
和
９
年
２
月
中
、
令
和

９
年
３
月
の
方
…
令
和
９
年
４
月
中
※
事

前
の
申
し
出
に
よ
り
、
受
診
券
の
受
け
取

り
を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
は
、
送
付
し
て

い
ま
せ
ん
。
問

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

７
１
１
２
、
保
険
年
金
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
６
９

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

定
期
予
防
接
種

(妊
婦
用
)

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

定
期
予
防
接
種

(妊
婦
用
)

令
和
８
年
度
か
ら
定
期
予
防
接
種
に
な

り
ま
す
。
▼
対
象

妊
娠
28
週
０
日
か
ら
妊

娠
36
週
６
日
ま
で
の
方
▼
接
種
回
数

１

回
（
妊
娠
ご
と
）
▼
接
種
場
所

各
実
施
医

療
機
関
（
要
予
約
）
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
2
種
類
あ
り
、

接
種
回
数
や
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
効

果
と
持
続
期
間
、
副
反
応
な
ど

の
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

定
期
予
防
接
種
対
象
者
に
は
、
4
月
上
旬

に
び
わ
色
の
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
。
▼
対
象

令
和
８
年
度
に
65
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳
に
な

る
方
お
よ
び
満
60
〜
64
歳
の
方
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
障
が
い
の
あ
る
方
▼
接
種

期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
▼
自
己

負
担
金

生
ワ
ク
チ
ン
２
６
６
０
円
、
組
換

え
ワ
ク
チ
ン
６
６
２
０
円
／
回
（
生
活
保

護
世
帯
の
方
等
は
無
料
）
問

各
保
健
セ
ン

タ
ー成

人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種

令
和
８
年
度
か
ら
ワ
ク
チ
ン
が
変
更
に

な
り
、
予
防
効
果
が
高
く
、
そ
の
効
果
も

長
く
持
続
さ
れ
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
以

降
に
65
歳
に
な
る
方
へ
、
誕
生
月
の
翌
月

に
、
ク
リ
ー
ム
色
の
案
内
は
が
き
を
送
付

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
対
象

満
65
歳

の
方
お
よ
び
満
60
〜
64
歳
で
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
機
能
に
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
、
ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
障

が
い
の
あ
る
方
▼
接
種
期
間

満
66
歳
の

誕
生
日
の
前
日
ま
で
▼
自
己
負
担
金

３
５
２
０
円
（
生
活
保
護
世
帯
の
方
等
は

無
料
）
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
の

自
己
負
担
金
を
一
部
改
定

集
団
が
ん
検
診
の

自
己
負
担
金
を
一
部
改
定

検
診
料
金
の
改
定
に
伴
い
、
令
和
８
年

度
か
ら
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）
の
通
常

自
己
負
担
金
を
一
部
改
定
し
ま
す
。
胃
が

ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
）
２
０
０
０
円
、
子

宮
が
ん
検
診
（
頸
部
の
み
）
１
４
０
０
円
、

乳
が
ん
検
診
１
３
０
０
円
、
肺
が
ん
検
診

５
０
０
円
。
自
己
負
担
金
無
料
お
よ
び
減

免
の
条
件
等
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
問

保
健
セ
ン
タ
ー（
健

康
増
進
課
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
知
っ
て
得
す
る
！
脂
質
異
常
症
予
防
】
▼

日
時

５
月
12
日
（
火
）
９
時
〜
11
時
▼

内
容

血
管
年
齢
測
定
、
体
組
成
測
定
、
保

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

所

在
・
連

絡

先

は

17

ペ

ー

ジ

下

参

照

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康
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健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
な

ど
▼
対
象

各
種
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方
な
ど
▼
持
参
品

各
種

健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）
※
体
組

成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
、
は
だ
し
に
な

れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
所

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
館
で
学
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

図
書
館
で
学
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
学
び
、
中
央

公
園
で
実
践
し
ま
す
。（
※
雨
天
時
は
講
義

と
屋
内
実
技
）
中
央
図
書
館
で
は
、
４
月

15
日
（
水
）
か
ら
５
月
15
日
（
金
）
ま
で

健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
と
関

連
図
書
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
▼
日
時

5

月
15
日
（
金
）
10
時
30
分
〜
12
時
（
開
場

10
時
）
▼
場
所

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー

﹇
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
﹈
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
▼
定
員

先
着

30
人
▼
講
師

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康
運
動

指
導
士
）
▼
料
金

保
険
料
50
円
▼
持
参
品

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
※
歩
き
や
す
い

服
装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
申

５

月
14
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
地
域
の
方
に
食

育
や
健
康
づ
く
り
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▼
日
時

６
月
〜
令

和
９
年
２
月
（
全
６
回
）
９
時
〜
13
時
▼
内

容

講
話
と
調
理
実
習
等
※
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対

象

養
成
講
座
終
了
後
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
先
着
30
人

問
申

５
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

ク
ロ
ー
バ
ー

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

ク
ロ
ー
バ
ー

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
が
、
自
身
の
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て

語
り
合
い
、
分
か
ち
合
う
場
で
す
。
▼
日

時

毎
月
第
３
土
曜
日（
８・12
月
を
除
く
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
13
時
か
ら
受
け

付
け
）
▼
場
所

県
福
祉
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
吉
敷
下
東
四
丁
目
17
‐
１
）

問

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
０
２
‐
２
６
７
２
）
※
初
め

て
の
方
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇保健センター、 こども家庭センター
　糸米二丁目 6-6

・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター

小郡下郷 609-5　
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター

徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター

阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

保健センター（健康増進課）問

　飲酒をすると一時的に寝つきを良くしますが、その
後眠りが浅い状態が続きます。また、高血圧やがん、
脳卒中といった生活習慣病につながることもありま
す。適量を守り飲酒することを心がけましょ
う。市公式ウェブサイト（右の二次元コード）
では、適量について詳しく掲載しています。

知っておきたい！お酒の知識

◆　クイズ ◆
Q. 適量※以上の飲酒を続けると身体にどのような

影響があるでしょう。（※ 1 日あたり純アルコー
ル量 男性 40g、女性 20g）

①眠りが深くなる
②血圧が高くなる
③がんにかかるリスクが上がる

答え：②と③

　4 月は歓迎会やお花見など楽しい行事が多い時期で
すね。歓迎会やお花見を楽しむために飲酒することも
あるかもしれませんが、お酒が身体に及ぼす影響を知
っておくことは大切です。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日 日曜、祝日、8/14 ～ 16、
12/29 ～ 1/3

■診療時間 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】
■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が

対応します。



　詩を書くということが、自分が生きるこ
とのすぐ側までやってきたのは、ここ数年
のことでした。自分には見えないものが、
必ずしもふれられないとは限らない、皮膚
の下には骨があると指尖で知覚し、体の内
を血液が流れていると脈にふれてたしか
めるように、自分のなかにあるほんとうに
ふれられたらと、ずっと思っていました。
「They」という詩を書いたそのときから、
詩を書くことは自分にとってその指尖の
感覚を澄ましていくことになったような
気がします。
　中原中也の詩を読んでいると、心のうち
にあるものを言葉へと分けるやさしさや
美しさを感じ、中也にも詩のことばによっ
て自分自身にふれるようなことがあった
のではないかと思うのでした。「鏡の、や
うな、澄んだ、心で、／私も、ありたい、
ものです、な。」という二行は、だからこ
んなにも届くのだろうと。

Ｏ
ｐ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

あ
か
る
さ
の
な
か
で
は
曖
昧
な

張
り
詰
め
た
肌
を
解
い
て
い
く
と

夜
の
か
ら
だ
は
や
わ
ら
か
く

皮
膚
の
下
は
あ
ま
り
に
正
確
で

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
幽
霊
は

見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
、
と

慎
ま
し
や
か
に
願
う

膝
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら

ふ
た
つ
く
っ
つ
け
た
そ
こ
に

閉
じ
た
瞼
を
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て

ほ
ん
と
う
は

青
く
も
な
い
水
の
な
か
に

画
面
を
伏
せ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

そ
こ
に
写
っ
た
は
ず
の
姿
を

想
像
し
な
が
ら

―
受
賞
作
品

『
彼
方
の
幽
霊
』
所
収

「
Ｏｐ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
よ
り

受
賞
者
決
定

中
原
中
也
賞
は
、
日
本
の
近
代
詩
史
に

足
跡
を
残
し
た
本
市
出
身
の
詩
人
、
中
原

中
也
の
業
績
を
永
く
顕
彰
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
鮮
な
感
覚
を
備
え
た
優
れ
た
現

代
詩
の
詩
集
に
贈
る
文
学
賞
で
す
。

第
31
回
と
な
る
中
原
中
也
賞
は
、
2
月

に
行
わ
れ
た
選
考
会
に
お
い
て
、
応
募
、

推
薦
の
あ
っ
た
２
６
７
点
の
作
品
の
中
か

ら
、
成な
り
き
よ
さ
く

清
朔
さ
ん
の
『
彼か
な
た方
の
幽ゆ
う
れ
い霊
』
に

決
定
し
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
、
正
賞
と
し
て
中
原
中
也

ブ
ロ
ン
ズ
像
と
、
副
賞
と
し
て
１
０
０
万

円
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、４
月
29
日（
水・

祝
）
に
第
31
回
中
原
中
也
賞
の
贈
呈
式
と

朝あ
さ
ぶ
き
り
ょ
う
じ

吹
亮
二
氏
（
詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

に
よ
る
記
念
講
演
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

文
化
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
１
７

選
考
委
員
評

本
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
推
薦
会
で
の

検
討
の
結
果
、
７
冊
が
選
ば
れ
、
選
考
会

の
対
象
と
さ
れ
た
。

最
終
的
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
詩
集

は
丸ま
る
や
ま
れ
い

山
零
『
二
つ
の
引
き
出
し
』、
成
清
朔

『
彼
方
の
幽
霊
』
だ
っ
た
。『
二
つ
の
引
き

出
し
』
は
、
自
然
物
と
主
体
と
の
対
比
や

距
離
を
風
景
的
に
描
い
て
い
る
。
作
品
の

ほ
つ
れ
や
ほ
こ
ろ
び
が
む
し
ろ
詩
集
と
し

て
の
良
さ
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
意
見
や

こ
の
詩
集
の
身
体
性
に
は
Ａ
Ｉ
時
代
へ
の

抵
抗
感
も
見
ら
れ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
魅
力
の
あ
る
作
品
は
少
な
く
な
い

が
観
念
的
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

『
彼
方
の
幽
霊
』
は
、
他
の
詩
集
に
は
な
い

ほ
ど
の
緊
張
感
や
揺
ら
ぎ
を
詩
に
捉
え
よ

う
と
す
る
試
み
、
世
界
に
対
す
る
疑
念
と

の
向
き
合
い
方
が
評
価
さ
れ
た
。「
ゼ
ロ
年

代
詩
」
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
今
を
生
き
る
個
人

の
主
体
と
身
体
を
詩
に
導
き
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
や
葛
藤
が
見
て
取
れ
、
そ

こ
に
評
価
が
集
ま
っ
た
。
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
第
31
回
中
原
中
也
賞
は
全
員
一
致

で
成
清
朔
『
彼
方
の
幽
霊
』
に
決
定
し
た
。

受賞者コメント

第31回

1999 年、生まれは海のちかく。2024 年
ごろ詩の投稿をはじめ、2025 年 11 月、
第一詩集『彼方の幽霊』を私家版で刊行。
2026 年に詩「日蔭の骨」が西脇順三郎賞
新人賞奨励賞を受賞。同年、詩集『彼方の
幽霊』が第 31回中原中也賞を受賞。

中
原
中
也
賞

問

ちょっと
紹介！

成清 朔

作
品
の
世
界

成清 朔
『彼方の幽霊』
（私家版）
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Ｏ
ｐ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

あ
か
る
さ
の
な
か
で
は
曖
昧
な

張
り
詰
め
た
肌
を
解
い
て
い
く
と

夜
の
か
ら
だ
は
や
わ
ら
か
く

皮
膚
の
下
は
あ
ま
り
に
正
確
で

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
幽
霊
は

見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
、
と

慎
ま
し
や
か
に
願
う

膝
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら

ふ
た
つ
く
っ
つ
け
た
そ
こ
に

閉
じ
た
瞼
を
押
し
付
け
る
よ
う
に
し
て

ほ
ん
と
う
は

青
く
も
な
い
水
の
な
か
に

画
面
を
伏
せ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

そ
こ
に
写
っ
た
は
ず
の
姿
を

想
像
し
な
が
ら

―
受
賞
作
品

『
彼
方
の
幽
霊
』
所
収

「
Ｏｐ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
よ
り

3
月
6
日
（
金
）、
山
口
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様
と
日
本
コ
ー
プ
共
済
生
活
協
同

組
合
連
合
会
様
か
ら
、
登
下
校
時
の
交
通

安
全
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
た
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
１
６
８
０
枚
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

新
入
学
予
定
児
童
を
代
表
し
て
贈
呈
式

に
出
席
し
た
小
鯖
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園

児
5
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
手
渡

さ
れ
、
5
人
は
声
を
合
わ
せ
て
「
交
通
安

全
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
小
学

校
に
通
学
し
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。

市
長
は
、
出
席
者
に
対
し
「
子
ど
も
た

ち
が
、
本
日
贈
呈
い
た
だ
い
た
カ
バ
ー
を

ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
て
学
校
に
通
う
姿

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
と
元
気
を
与

え
て
く
れ
る
。
本
市
と
し
て
も
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
通
学
時
の
交
通

安
全
に
は
し
っ
か
り
と
配
慮
し
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

2
月
12
日
（
木
）、
株
式
会
社
技
工
団
様
、

技
工
団
労
働
災
害
防
止
協
力
会
様
か
ら
、
技

工
団
創
業
80
周
年
記
念
と
し
て
、
寄
付
金

（
80
万
円
）
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
市
長
は
「
株
式
会

社
技
工
団
様
、
技
工
団
労
働
災
害
防
止
協
力

会
様
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築
工
事
・
土
木
工

事
を
行
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
広

く
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

は
、
新
本
庁
舎
の
二
期
工
事
で
あ
る
『
市
民

交
流
棟
』
の
工
事
に
お
い
て
、
ま
た
技
術
力

を
お
借
り
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
頂
い
た
ご
寄
付

を
『
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」』
の
実
現
に
向

け
た
諸
施
策
に
し
っ
か
り
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

2
月
10
日
（
火
）、
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約
締
結
式
を
行
い
ま

し
た
。

締
結
に
あ
た
り
市
長
は
、「『
に
ほ
ん

果
実
ア
リ
ー
ナ
』
と
い
う
愛
称
は
、「
果

実
」
が
持
つ
爽
快
感
や
元
気
、
健
康
と

い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
本

施
設
に
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
市
民
の
皆
様
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
に
ほ
ん
果
実
ア
リ
ー
ナ
」
の
愛
称
は

令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
5
年
間
使
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

総
合
体
育
館
の
愛
称
が

「に
ほ
ん

果
実
ア
リ
ー
ナ
」
に
決
定

TOPICS

▲カバーを付けたランドセルを
背負った園児たち

小
学
校
新
入
学
児
童
へ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式

▲記念撮影 （左から、 市長、 株式
会社技工団 作間代表取締役社長、
技工団労働災害防止協力会 大西
会長）

▲記念撮影 （左から、 交流創造部
長、 市長、 日本果実工業株式会社 
若松代表取締役社長、 安野取締役
管理本部本部長）

株
式
会
社
技
工
団
、
技
工
団
労
働

災
害
防
止
協
力
会
か
ら
寄
付
金
を

受
領

問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

表
紙
の
写
真

故
郷
に
届
け
る
笑
顔

表
紙
の
写
真
は
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
大

使
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
数
々
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
石
川
佳
純
さ
ん
が
、
全
国
47

都
道
府
県
を
巡
り
、
多
く
の
方
へ
感
謝
を

届
け
た
「
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
」
の
完
走
を

記
念
し
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
「
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ

Ａ
Ｌ
」
の
様
子
で
す
。

卓
球
教
室
で
は
、
卓
球
経
験
の
有
無

や
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
が
参
加
さ
れ
、
石
川
さ
ん
か
ら
直
接

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
中
で
、
参
加
者
一

人
一
人
が
卓
球
の
魅
力
を
存
分
に
体
感

し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
回
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

や
若
者
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
次
世
代

育
成
事
業
を
目
的
に
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
夢
を
持
つ
こ
と
や
、
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
石
川
さ
ん
か
ら
直

接
教
わ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
で
の
凱
旋
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た

本
企
画
は
、
石
川
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
届
け

て
き
た
感
謝
の
旅
路
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
県
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人
の
方

が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
笑
顔
と
温
か
い
交

流
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲卓球教室で子どもた
　ちに教えている様子
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

宇部市文化会館
リニューアルオープンイベント令和8年寝太郎まつり山陽

小野田 宇部 企画展「数と形のナゾとき展～マス
レチック・ランドへようこそ！～」防府

数や形に関するパズルやゲー
ム性のある “ あそび ” ができ
る体験展示物で、算数・数学
の不思議さ、美しさ、深さ、面
白さについて楽しみながら学べます。
期間   4 月 18 日（土）～ 7 月 5 日（日）

問所 防府市青少年科学館（ソラール）
（寿町 6-41）☎ 0835-26-5050

宇部市文化会館は、約 2 年
間にわたる大規模改修工
事を経て、4 月 17 日にリ
ニューアルオープンします。
期間   4 月 17 日（金）～ 26 日（日）
場所   宇部市文化会館（朝日町 8-1）
問 宇部市文化振興課

☎ 0836-34-8616

「厚狭の 3 年寝太郎」民話で
伝わる寝太郎さんの偉業をた
たえる祭り。山車パレードや
総踊り等の披露があります。

身近な有毒植物として有名
なチューリップを中心に、
薬草園の植物の「毒」と「薬」
をご紹介します。またクイ
ズに答えるとプレゼントがあります。
期間   5 月 10 日（日）まで

問所 旧畑迫病院（邑輝 829 番地 1）
　☎  0856-72-0338

夏みかん経済栽培150周年記念企
画展「萩・夏みかんアドベンチャー」

室内楽セミナー　
秋吉台の響きコンサート2026

企画展「薬」
第Ⅱ期「薬草園の薬と毒」美祢 萩 津和野

明治 9 年に始まった夏みか
んの栽培が 150 周年を迎
えることを記念し、さまざ
まな資料を展示します。
期間  6 月 21 日（日）まで
　　 ※ 4 月 28 日（火）は閉室

問所 萩博物館（堀内 355）
　☎ 0838-25-6447

豪華講師陣による「秋吉台
の響き」室内楽コンサート
2026。チャイコフスキーの
弦楽六重奏を中心に、弦楽が

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

日時   4 月 29 日（水・祝）11:30 開始
場所   厚狭駅前商店街（厚狭一丁目）
問 山陽商工会議所
　☎ 0836-73-2525

織りなす世界をお楽しみください。
日時   4 月 26 日（日）15 時開演

問所 秋吉台国際芸術村（秋芳町秋
吉 50 番地）☎ 0837-63-0020

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

で
利
用
者
の
自
宅
か
ら
地
域
の
集
積
所

ま
で
ご
み
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
、
同
じ

地
域
で
暮
ら
す
顔
見
知
り
で
あ
る
こ
と

の
安
心
感
に
加
え
、
「
人
に
頼
る
の
は

申
し
訳
な
い
」
と
感
じ
が
ち
な
高
齢
者

に
と
っ
て
、
有
償
で
あ
る
こ
と
は
、
心

の
負
担
を
軽
く
し
、
気
兼
ね
な
く
頼
め

る
関
係
性
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

一
見
す
る
と
小
さ
な
支
援
で
す
が
、

そ
の
積
み
重
ね
が
高
齢
者
の
大
き
な
安

心
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
「
今
日
は

元
気
そ
う
」
「
い
つ
も
と
少
し
様
子
が

違
う
か
も
」、
顔
を
合
わ
せ
る
中
で
そ

う
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、

早
め
の
声
か
け
や
関
係
各
所
と
の
連

携
・
相
談
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
お
さ
ば
お
助
け
隊
」
は
、

暮
ら
し
に
寄
り
添
う
存
在
と
し
て
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
買
い
物

代
行
や
、
電
球
交
換
、
ス
ト
ー
ブ
の
灯

油
つ
ぎ
等
の
軽
作
業
の
サ
ー
ビ
ス
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

212121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

小
鯖
地
域
は
、
鳴
滝
、
萩
往
還
、

禅
昌
寺
、
鰐わ

に

な

き鳴
八
幡
宮
、
正
田
山
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
名
所
や
旧
跡
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
市
中
心
部

や
防
府
市
を
結
ぶ
交
通
の
便
が
良
い

地
域
で
す
。

し
か
し
、
近
年
で
は
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
、
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
第
四

次
小
鯖
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
、
中
学
生
以
上

全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
発
足

し
た
、
「
お
さ
ば
お
助
け
隊
」
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
「
頼
っ
て
い
い
」
が

　
　
　
　
当
た
り
前
に
◆

個
性
豊
か
な
市
内
21
の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

小
鯖
地
域

vol.5

問

「
お
さ
ば
お
助
け
隊
」
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
か
ら
の

「
ご
み
出
し
が

つ
ら
い
」
と
い
う
声
に
応
え
て
、
有
償

▲おさばお助け隊運営委員会
（小鯖地域づくり協議会内） の
皆さん

▲小鯖地域づく

り協議会の活動

状況ブログはこ

ちらから

次回は大内地域に
　　　　リレーします！　　　　市内各地域の情報が掲載された「地球の歩き方　山口市」も販売中。

小
鯖
地
域
で
は
、
住
民
の
手
に

よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
助
け
合
い
の

仕
組
み
が
確
か
な
形
と
し
て
育
ま

れ
て
い
ま
す
。
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イベントカレンダー4
月

4/1（水）～ 6/29（月）
萬代家から見た “山口移鎮”

4/29（水・祝）

問 中原中也記念館
☎ 083-932-6430

所

中原中也生誕祭
空の下の朗読会＜入館無料＞

4/10（金）～5/24（日）
古都の彩り　
つるし飾りとつまみ細工

4 月は「桜とおひなさま」、
5 月は「端午の節句」にち
なんだちりめんや古布で作
られた色鮮やかなつるし飾
り、つまみ細工小物を展示
します。

問 十朋亭維新館 
☎ 083-902-1688

所

山口の有力商人・萬代家の視
点から、長州藩による藩庁の
山口移鎮について解説しま
す。４月 19 日（日）開催の

「学芸員と行く山口移鎮ガイ
ドウォーク」の受け付けは４
月４日（土）9 時からです。

問 山口ふるさと伝承総合セン
ター ☎ 083-928-3333

所

中也の生誕日である 4 月 29
日に、詩の朗読を好んだ中
也にならい、一般の方々に
よる朗読会、音楽家 / ギタ
リストの君島大空さんのミ
ニライブを開催します。

申

クイズ de読者プレゼント

▶今月のクイズ
　　○○に当てはまる言葉を答えにお書きく　
　　 ださい。

本市は、令和８年度予算を「新たな挑戦 ○○
山口」予算と位置づけます。

正解した方の中から抽選で、地元特産品等のプレゼントが当
たります。当選発表は、商品の発送をもって、かえさせていた
だきます。

▶応募方法 4 月 30 日 （木） 締切 （消印有効）

①氏名、②〒住所、③電話番号、④生年月日、
⑤クイズの答え、⑥ご希望のプレゼ
ントを明記し、右の二次元コード、
または、はがきでご応募ください。

▶今月のプレゼント

②山口のお茶 （小野茶） 490 ｇ （1 ケース ： 24 本入り）

地元農産物を使用した商品ライ
ンナップを誇るなか、県内で栽
培された茶葉を使用した「山口
のお茶（小野茶）」をプレゼント
します。ご家庭の急須で入れる
お茶に近い味に仕上げています。
【提供事業者】 日本果実工業株式会社

①コープ商品の詰め合わせ

山口県産の原料を使った商品や
山口県内のメーカーが製造して
いる商品などを中心に、コープ
でしか手に入らない、美味しい
オリジナル商品の詰め合わせを
お届けします。
【提供事業者】 生活協同組合コープやまぐち

抽選で
３名様

プレゼントの提供事業者を随時
募集しています。詳細は右の二
次元コードをご参照ください。

抽選で
５名様

※写真はイメージです。
　商品が変わる場合もございます。

〒 753-8650（住所記載不要）
山口市広報広聴課「クイズ de 読者プレ
ゼント」係

※ご提供いただいた情報は、プレゼント送付の目的に限り使用させて
　いただき、個人情報保護法に基づいて適正に管理いたします。

  

早
い
も
の
で
、
山
口
市
産
業
交
流
拠
点

施
設「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
」が
、
開
館
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
有
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
公
演
や
多
彩
な
イ
ベン
ト
の
開
催
等

に
よ
り
、
目
標
を
上
回
る
稼
働
率
を
達
成

す
る
な
ど
、
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
施
設

が
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベン
ト
以
外
に
も
、
中
小
企
業

や
起
業
創
業
支
援
を
行
う「
メ
グ
リ
バ
」
を

は
じ
め
、
健
康
づ

く
り
の
拠
点「
メ

デ
ィ
フ
ィ
ッ
ト
ラ

ボ
」、
シェア
ハ
ウ
ス

型
若
手
人
材
育
成

施
設「
ア
カ
デ
ミ
ー

ハ
ウ
ス
」
の
各
機

能
が
融
合
し
、
新

た
な
人
の
流
れ
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
創
出
につ
な
がっ

て
い
る
こ
と
も
、この
施
設
の
最
大
の
魅
力
で

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
」
の
愛
称
の
も
と
、

本
施
設
を
舞
台
と
し
て
、
山
口
市
は
も
と
よ

り
山
口
県
全
体
が
ずっ
と
元
気
に
な
る
よ
う

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の
振
興
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
多
様
な
に
ぎ
わ
い
が
創
造
で

き
る
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま

す
。山

口
市
長

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
開
館
５
周
年© りおた

共に
歩む
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市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
内科系 外科系 内科系 ・ 外科系 小児科 内科系 外科系

3

日

なりしげ
循環器内科

（矢原）
083-933-0600

かく脳神経外科
クリニック

（泉町）
083-920-1001

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

河端内科医院
（小郡津市）

083-972-3820

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

4

日

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

5

日

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

とよた整形外科
クリニック

（大内千坊四）
083-929-3315

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

山口いるか
小児科アレルギー科

（泉都町）
083-902-3377

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

6

日

野瀬内科
小児科

（大内長野）
083-927-2655

大野整形外科
リウマチ科

（平井）
083-902-8411

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

まえば小児科
クリニック
（小郡下郷）

083-974-0501

ざいつ内科
クリニック
（小郡明治）

083-976-8475

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

10

日

宮野
クリニック
（宮野下）

083-932-3233

おか
整形外科病院

（中河原町）
083-925-1100

［内科・外科］
藤原医院

（阿東生雲中）
083-954-0331

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

17

日

中央
クリニック
（中央三）

083-922-1771

柴田病院
（大内矢田北五）
083-927-2800

［内科］
三浦医院

（阿東徳佐中）
083-956-0500

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

かむら
クリニック

（小郡柳井田）
083-972-2513

24

日

奥田胃腸科内科
（道場門前一）
083-925-2188

坂本整形外科
（円政寺）

083-925-5566

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

31

日

あんの循環器・
総合クリニック

（吉敷中東一）
083-924-1151

淵上整形外科
（大内御堀五）
083-922-6644

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 
       〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 

       〜 18 時山口市医師会 吉南医師会

・休日当番医は変更する場
合があります。事前に各医
療機関にご確認ください。
・徳地地域については「ふ
るさととくぢ」をご覧くだ
さい。

阿東地域
●時間／ 8 時 30 分 

        　　　　〜 17 時 30 分
　　　　　　

5 月の休日当番医

　　　　　　※ ［津和野共存病院］ 8時30分～17時15分 （16 時 30 分までに来院可能な方のみ）

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会

休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000

☎ やまぐちのお医者さん navi･･･

休日当番医や、市内の医療機関を
検索できます。

 日 月 火 水　木 金 土
  ・      ・     ・     ・     ・    1 2
3 4 5 6 7 8     9
10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
  24 25 26 27 28 29 30
     31　  ・      ・     ・     ・     ・     ・

人 の う ご き （推計人口） デジタル推進課 ☎ 083-934-2748問
⚠令和 2 年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

上段は令和 8 年 3 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 8 年 2 月中の増減

187,124 人
（2,531 人）

ー 284 人

88,794 世帯

  ー 149 世帯

89,414 人
（1,252 人）

ー 145 人

97,710 人
（1,279 人）

ー 139 人

全体 男 女 世帯




